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第
八
十
巻

九
/、

野

口
む

五
O 

選
択
理
論
に
お
げ
る

つ
の
問
題
点

西

)11 

徹

ヒ
ッ
ク
ス
の
「
価
値
と
資
本
」
に
沿
い
て
は
最
初
に
効
用
函
数
を
仮
定
し
、
そ
こ
か

L
限
界
代
替
率
D
概
念
を
導
き
、
そ
の
限
界
代

と
か
ら
均
衡
条
件
を
導
き
出
し
、
更
に
そ
の
均
衡
値
の
性
質
主
い
ろ
い
ろ
と
吟
味
す
る
と
い
う
よ
う
に

論
が
進
め
ら
れ
て
ゆ
く
。
し
か
し
、
た
と
え
順
序
づ
け
が
可
能
で
あ
る
だ
け
の
も
の
に
せ
よ
、
こ
の
工
う
な
効
用
函
数
と
い
う
も
の
を

替
率
と
『
戸
ι
四旦

o
A
E
r
oロ

最
初
に
仮
定
し
て
、
そ
の
よ
に
理
論
を
構
成
す
る
と
い
う
と
と
は
果
し
て
妥
当
で
め
ろ
う
か
と
い
う
己
と
が
問
題
と
な
る
。

一
吉
う
ま
で
も
た
く
、
理
論
は
で
き
る
だ
け
一
般
的
な
妥
当
性
を
持
っ
た
仮
定
白
上
に
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
パ
レ
!
ト
、

エ
ソ
デ
ヲ

l
ス
に
よ
っ
て
効
用
の
可
測
性
が
す
て

L
れ
、
順
序
づ
け
の
み
が
可
能
な
効
用
概
念
の
み
て
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
た
の
も
、

こ
臼
意
味
に
お
い
て
理
論
構
成
に
者
け
る
進
歩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
我
々
は
順
序
づ
け
の
可
能
友
効
用
菌
数
と
い
う
よ
う
な
も
心
中

各
点

k
b
け
る
限
井
代
替
率
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
も
経
験
的
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
が
経
験
的
に
知
り
得
る
の
は
或
る
佃

格
体
系
と
所
得
額
と
が
与
え

b
れ
た
時
に
各
々
の
財
が
，
て
れ
ぞ
れ
ど
れ
だ
け
買
お
れ
る
か
と
い
う
値
、
即
ち
需
要
菌
数
む
と
る
値
の
み

で
あ
る
。
昔
日
い
か
え
れ
ば
均
衡
値
の
み
を
知
り
得
る
わ
け
ゼ
あ
る
。
モ
こ
で
、
効
用
函
数
と
か
限
外
代
替
率
と
か
か
ら
出
発
す
る
の
て

は
な
く
、
経
験
的
に
知
り
得
る
各
均
衡
値
の
聞
の
単
純
な
関
係
か
ら
出
発
し
て
理
論
を
構
成
し
よ
う
と
い
う
の
が
十
ム
ヱ
ル
ソ

γ
に
よ

の
理
論
て
あ
る
。
そ
れ
て
は
、
こ
の
よ
う
に
均
衡
値
聞
の
関
係
か
ら
出
発
す
る
理
論
と
、

っ
て
展
開
さ
れ
た

同

-
0
4
0
h
w
T
M品
目

吋

oho吋
O
H
M

口。



そ
れ
ま
で
白
効
用
菌
数
か
ら
出
発
す
る
理
論
と
は
ど
の
上
う
な
関
係
陀
あ
る
と
と
に
友
る
だ
ろ
う
か
。
即
ち
、
各
々
の
価
格
休
系
及
び

所
得
の
下
に
お
け
る
各
均
衡
値
が
最
初
に
与
ど
ん
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
点
に
治
け
る
甘
口
白
目
立
立
問
ロ
ゅ
の
勾
配
(
乙
れ
は
均
衡
点
に
治
け
る

限
界
代
替
率
に
等
し
い
)
が
与
え

b
れ
た
場
令
、
そ
ζ

か
b
出
発
し
て
敬
用
関
数
台
構
成
す
る
す
と
が
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
言
い
か
え
れ
ば
、
円
そ
れ

b
の
寸
ロ
〔
日
間
E
1
8
0
の

2
4
0
H
0
3
た
る
無
差
別
曲
面
を
構
成
す
る
ζ

と
が
可
能
で

あ
る
か
ど
う
か
、
そ
し
て
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
ど
の
よ
4
な
条
件
が
必
要
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
顕
で
あ
り
、
己
れ
は
積
分

可
能
条
件
の
問
題
と
し
て
か
た
り
古
く
か
ら
命
じ
ら
れ
註
た
も
む
そ
あ
る
。
こ
れ
は
数
学
的
左
問
題
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
臼
経
済
学
的

た
意
味
に
つ
い
て
の
考
案
は
、

7
v
ン
、
ヒ
ッ
グ
ス
、
ジ
ョ
ル
ジ
ス
旦
グ
レ

l
グ
y
等
に
よ
っ
て
取
り

L
一
げ
ら
れ
た
。
そ
こ
ぞ
明
ら
か

に
な
っ
た
こ
と
は
ス
ル
ッ
キ

l
方
程
式
の
代
帯
項
の
対
称
性
が
積
分
可
能
を
保
証
す
る
条
件
に
な
あ
と
い
う
こ
と
ぞ
あ
っ
た
。
し
か
し
、

こ
の
一
代
替
項
の
一
対
称
性
と
い
う
結
論
は
「
効
用
函
数
の
二
次
微
介
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
を
問
題
に
し
て
い
る
わ
け
で
あ
っ
て
、
効
用

函
数
を
前
提
と
し
た
い
て
出
発
す
る

2
4
2ば
白
胃
0同O
H
E
S
の
理
論
の
場
合
に
は
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か

目
話
己
包
買
え
2
2
2
の
理
論
と
問
機
の
仮
定
に
立
っ
て
、
そ
の
理
論
白
長
所
香
保

持
し
在
が
ら
、
そ
日
理
論
が
積
分
可
能
条
件
を
満
た
す
た
め
に
は
ど
の
よ
う
た
仮
定
が
必
要
で
あ
る
か
を
考
察
し
、
モ
の
必
要
止
な
仮
定

が
推
移
枠
の
仮
定
て
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ス
ル
ッ
キ

l
方
程
式
の
代
替
項
の
対
称
性
と
い
う
条
件
と
選
択
順
序
の
推
移
縛
と

な
い
。
ハ
ウ
グ
ッ
カ
ー
は
サ
ム
ヱ
ル
ソ
ン
の

い
う
条
件
と
は
具
っ
た
条
件
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
の
二
つ
は
、
勿
論
、
同
一
の
条
件
て
あ
る
。
こ
と
で
は
上
の
二
つ
の
条
件
に
つ

い
て
モ
れ
ぞ
れ
考
察
し
、
次
に
は
そ
の
二
つ
の
聞
の
関
係
を
明
確

rし
た
い
と
思
う
。

ω
こ
の
理
論
は
、
可
-
b・
印

mREo-Eロ
¥ι

戸

Z
E
O
E
F
O
H
V
C円
。
叶
F00弓
0同口。
pm戸
目
。
ヘ
ω
国

oF虫、
FE--
同

2
2翠
R
P
E
S
-
3・
2
1

一戸
w
u目
ωωω
品
目
に
お
い
亡
、
は
じ
め
て
牌
閲
さ
れ
た
。

選
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お
け
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選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

第
八
十
番

ゴL
ノk

第

号

五

ω
同
日
口
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.

k
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E
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}Fド
o
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ロ
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口
自

E
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H
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の井W
切
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切
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長
田
2
0
5
H品
。
日
ロ
自
旦
再
0
1『
官
。
司
。
同
〈
巴
5
a
R
同
E
き
さ
2
・
5

2

E

S

J
寸

F

呂田
l
日
冨
-

z・
p
o
o円
目
。
切
の
ロ
回
。
⑦
問
。
F

ョ叶
F
O
]
1ロ】勺。叶
FOOHM可

O同
円
。
吉
正
信
⑦
へ
ω
国

mwE釦
4
5戸

H
q
R
G
E
w昔、円
H
H
O里、
3
E
。
し
『
同
町
。
き
さ
R
F
H由臼
F
目司

日
仲
間

t回
申

ω・

ω
出

白

出

o
E
F
m
w
w
o
p
a
同
040
巴
0晶
司
日
官
官
ロ
000HM血
匹
。
ロ
E
R可
町

E
H
2
5ロ
J

同
E
S
S
R
a
H叫
叩

P
沼
・
ロ
由
lH
戸
a

先
づ
最
初
K
、
後
白
考
察
の
便
宜
上
、
積
分
可
能
白
た
め
り
数
学
的
条
件
を
簡
単
に
要
約
し
て
示
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

川
一
一
喜
一
の
場
合
。
一
一
家
数
の
核
分
方
程
式
山

M
H
Eら
で
は
主
主
〉
が
連
続
な
偏
導
函
数
を
持
つ
限
り
常
に
積
分
可
能
で

あ
る
。
こ
の
微
分
方
程
式
の
解
が
存
在
す
る
た
め
の
条
件
は

¥
(
F
H
)
が
連
続
な
範
囲
内
白
二
点

(
F
H
シ
(
F
S
)
に
沿
い
て
、

一同
(
F
H戸
〕

i
h
(
F
F
)
一
仏
同
一

H
I
3
一
(
K
は
正
の
常
数
)
が
成
立
つ
乙
と
で
あ
合
川
町
連
続
た
偏
徴
係
数

W
一
仰
が
存
在
す
れ

3
H
)
1
3
3
)
一H

事
出
乏
し
ぬ

ば
平
均
値
の
定
理
に
よ
っ
て
次
式
白
よ
う
に
な
り
右
の
条
件
式
は
満
足
さ
れ
る
。

一
回
、

H

H
ト
(
」
〉

H
H
{
F
H
H
+問

団

(
U
5
l
U
3
)
}
)

ω三
変
数
以
上
白
場
合
o
c
h
u
D
十

C加
tuRN
十

十

C
K
N誌
に
沿
い
て
、
任
意
の
一
一
一
変
数
に
づ
い
て
、

コ
ヘ
白
Ca

由
。
三
ト
コ
ヘ
由
。
匂
由
C
E
F
コ
ヘ
白
C
持

白

C
乙

D

4
h
f
d削
川
副
判
コ
5
/
割
引
凶
剖
」
4
5
f
d
判
|
剥
U
1
c

が
積
分
可
能
の
た
め
の
条
件
て
あ
る
。



次
に
選
択
理
論
の
場
合
に
つ
い
て
、
こ
の
条
件
白
経
済
学
的
意
味
を
考
察
し
よ
う
。
選
択
理
論
に
お
け
る
積
分
可
能
白
必
要
条
件
と

い
う
の
は
限
界
代
替
率
の
関
係
を
-
F
す
微
分
形
式
、

-MKNH十
w
h
N
N
十
・
+
伊
川
旧
安
:
+
t
N首
H
O
E
-
-
E
E
-
-
S

1

3

3

S

建
国

が
前
述
の
仰
に
一
万
さ
れ
た
条
件
を
満
た
す
と
と
て
あ
る
。
三
財
の
場
合
に
つ
い
て
考
察
す
る
己
と
に
し
て
も
一
般
性
は
夫
わ
れ
な
い
か

ら、

3
1
3
H
F
・3
¥
5
u
同
N

と
し
て
、
同
ド
t
p
+旬
、
♂
十
弘
主

H
C
が
積
分
可
能
て
あ
る
た
め
の
条
件
は
、
山
の
条
件
式
に
お
い
て
、

N
H
「
」

H
F

」

r
H
U、
C
U
H
H
と
お
い
て
、

¥

白

河

ド

印

可

戸

、

お

司

自

』

R

V

/

一
ー
ー

1
L
E拘
1
L
1』

P
L
-
L

/
由
民

N

白

up
」

/

ト

白

u何回
島

田

b
F
¥

( 

ー。) 

こ
の
条
件
式
が
何
を
意
味
す
る
か
を
次
に
考
え
エ
う
。

い
ま
、
均
衡
値
に
お
い
て
は
、

N
r
v
ω
H
P
-
V値
目
白
同
J

(
輔

H
f
N
)

但
し
、

d
d
u
u
は
均
衡
点
に
治
け
る
三
財
の
モ
れ
ぞ
れ
白
値
で
あ
る
。

表
わ
す
と
す
る
と
、

と
お
く
こ
と
に
し
よ
う

n

勾
~
H同
~(30
・3
J
3
9
)

均
衡
点
に
限
定
し
た
い
場
合
の
一
般
の
限
界
代
替
率
を
凡
で

こ
の
時
、

同点
H
H
同
入
N
F
・3
・3〉

。

『

EH問
。
円
。
由
民
主
H
O
ロ
は
、
周
回
0
3
+同
~
ぷ
十

p
u
n
oロ旦

( 
ζギコ
) 

限
界
代
替
率
の
関
係
を
一
万
す
微
分
形
式
は

同
HhuRh+同
LURN十
u
r
n
-

1E: 
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選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

第
八
十
巻

同
判
及
び
同
仰
を
微
介
し
た
も
の
を

ωへ
代
入
し
、
九
州
量
消
去
す
る
と
、

{
勾
ス
3
L
-
r
n
l
h
H
Q
F
l
h
w
。
♂
)
勾
~
}
札
hp

十
{
同

N
(
3
1
F
n
同

H
Q
F
句
"
。
N
む

1
h
~
}弘し汽
M
U
-
-
:
・
(
巴

b
p
u
g
。
刊
し
円
や
と
お
い
て
上
式
を
書
き
か
え
る
と
、

司
H
(
U
門
ご
し
が
)
h
i
H
H
+
君
、
N
(
u
m
・
u
c
h
何
百
号

こ
の
式
主
均
衡
点
に
お
い
て
展
開
す
る
と
、

(
司
H
3
・
8
十
N
H
司
H
M
S
・
-
)
十
-
H
M
割
、
M
M
(
c
.
0
)
}
民
i
N
Y

+
(
司
凶
(
p
c
)
ナ
門
司
M
凶
(
C
W
C
)
十
H
N
相
官
、
M
N
(
P
C
)
}
札
ー
が
H
C

但
し
、
男
、
川
町
タ
¥
白
し
円
、

こ
の
刷
仰
に
お
い
て
司
M
S
・
-
)
u
u
p
明
司
N
S
・
C
)
H
O
て
あ
る
こ
と
は
u
m
H
P

別
ち
u
p
日
台
。

と
が
で
き
る
。
い
ま
、
司
立
(
(
)
・
8
H
君
、
立
。
と
芥
け
ば
、

{
U
F
司
ニ
。
十
計
事
、
ロ
。
}
民
i
H
H
i
(
し
門
戸
司
M
H
。
寸
ー
が
謡
、
目
。
}
弘
I
N
I
-
-

H
t
H
H
日
吋
日
と
治
く
と
、

M
W
は、

EJ
十
「
川
川
町
ト
司
Nh川
崎
ロ
円
JE可
H
O

N

F
パ
吋
(
同
)
一
吋
(
同
)

L

F

( 

"， 
) 

O 
(コ

賞作

ロ
ロー

五
円

( 

0> 
) 

を
同
仰
に
代
入
す
れ
ば
容
易
陀
確
め
る
こ

( 

" ) 

但
し
、
吋
(
司
)
H
君
、
九
+
(
司
口
。
+
割
、
に
)
吋
十
司
、
N
N
0
1

制
式
は
二
変
数
の
徴
品
川
方
程
式
て
あ
る
カ
ら
先
に
も
述
ゃ
へ
た
よ
う
に
数
学
的
に
積
分
可
能
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
と
も
と
一
一
一
変
数



の
場
合
(
こ
の
場
合
に
は
積
分
可
能
で
あ
る
た
め
に
は
前
述
の
聞
の
条
件
が
必
要
て
あ
る
)
士
問
題
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
三
変

数
の
ま
ま
で
は
経
済
学
的
友
意
味
を
知
る
に
は
不
便
で
あ
る
の
で
、
一
つ
の
平
面
に
射
影
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
二
次
元
の
問
題
に
引
き

直
し
た
の
で
あ
る
の
二
十
世
数
の
場
合
に
変
え
れ
ば
、
通
常
、
積
分
可
能
と
な
る
か

b
、
そ
れ
を
積
分
し
て
そ
の
結
果
か
ら
最
初
に
お
か

れ
た
三
変
数
の
場
合
の
漬
八
月
可
能
条
件
心
問
題
を
冴
え
亡
み
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
積
分
し
て
み
た
結
果
は
、

】
皐
〔
U
F
N
・
吋
(
吋
)
〕
十
品
川
何
回
民
団
関
山
川
崎

K
N
一

内

包

】

べ

u

n

-

」
A
F

早明、MMru「(吋)

( 。
) 

初
し
、
吉
川
S
J
~
z
f
o
(
H
4
J
M
ロ
+
司
z
e
)
N
、
即
ち
円
(
同
)
の
判
別
式
の
↓
倍
。
ま
た
C
は
積
分
常
数
。
ゅ
は
更
に
計
算
の
結
果
、

-
O

四五
NA(ぢ
〕
十
川

hf川河川

MUg-£
・
吋
(
『

)]A
p
h
v
s
 

そ
こ
で
、
も
し
相
官
N
~
n
}
モ
i
H
N
O
た
ら
ば
州
仰
の
第
二
項
は
消
え
、

戸
。
四
円
し
同
一
・
吋
〔
吋
)
〕
H
H
D
同
(
司
ロ
ロ
U
F
N
十
(
司
巳
。
十
司
M
3
N
r
H
N
+
=
c
o
H
N
J
H
B
ロ
己

故
に
、
君
、
戸
。
u
p
凶
十
(
司
九
十
明
4
J
b
u
m
計
十
号
、
N
N
G
N
N
M
H
2
H門

こ
の
二
次
形
式
を
標
準
形
に
直
す
と
、

タ

~

土

p

e

M

さい
h
何
K
M
O
(
戸
~
+
明
て
に
〉
凶
州
、
主

タ

ヌ

討

+

|

|

。

し

C
十

ー

ー

l

k

d

g

N
S
J
H

む
『
ロ
ロ

3

1

4

4

事
.HHGnbw

山
伊
何
時
N

人川町門司
p
o
沖

FHEMHE

h

s

J

~

t

 

と
治
け
ば
、

ωは
、
』
M
門
~
+
回
同
問
N
H
n

選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

第
八
十
巻

。

第

号

E 
Z工



選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
り
問
時
点

串
人
十
巻

O 

第
三
号

五
，、

吉
て
、
人
忠
明
、
P
M
G
司
E
C
|
(
司
H
M
G
十
-
F
H
O
)
"
H
h
M
は
常
に
玉
て
あ
る
o

何
と
を
れ
ば
均
衡
値
に
お
い
て
安
定
条
件
が
満
た
さ
れ

τい
れ
ば
、

明
『
口
。
札
制
吋
+
(
明
司
H
M
。
+
司
"
H
O
)
且
i
Hド
.
t
H
u
+
司
N
N
G
h
-
H
~
〈
号

、
引
凶

Y

之
、
則
、
ず

故
に
、
戸
"
。
+
(
司
M
M
G
+
F
F
O
)
叫
礼
乙
F

C

H
山」

M八
巴

つ
い
て
』
国
V
O
が
成
立
ワ
。
即
ち
A
、
B
は
問
符
号
。
従
っ
て
、

即
ち
一
己
れ
の
判
別
式
は
負
て
叶
(
吋
)
は
常
に
虚
棋
を
持
ヲ
。
故
に
匂
M
V
D
O

モ
こ
で
上
に
示
し
た
A
、
B
に

従
っ
て
『
(
可
)
〈
C
G

X， 

第 1図 (a)

第 1図 (b)

X， 

X， 

X， 

x;1 



"，， !~I"~ 
凶

+ 

国lnl社
H
H
R
l】

-

S

に
沿
い
て
円
リ
¥
h
v
p
内¥回一
v
c
な
b
し
め
る
こ
と
が
て
き
る
。
ヤ
」
の
時
一
仰
は
楕
円
(
右
辺
が
4
の
時
に
は
虚
楕
円
)
白
方
程
式
て
あ

る
。
従
フ
て
、
己
の
司
「
日
明
『
え
の
場
合
に
は
閉
曲
線
が
得
b
れ
(
第
一
図
丘
、
司
PMOU丁
寧
、

N~
白
場
合
に
は
渦
巻
型
の
曲
線
と
な

り
閉
曲
線
に
な
ら
な
い
(
第
一
悶
b
Y
己
れ
ら
の
曲
線
は
無
差
別
曲
線
族
主
『
ロ
身
2

1
戸
日
て
切
っ
た
切
断
面
に
現
わ
れ
た
曲
線
て

あ
る
と
考
え
て
よ

w
。
第
一
図

a
の
場
合
が
最
初
に
考
え

b
れ
た
三
変
数
の
微
分
形
式
紛
が
積
分
可
能
な
場
合
て
あ
る
。
こ
白
司
MMOH

可
静
岡
。
と
い
う
条
件
は
前
に
示
し
た
数
伊
的
条
件
に
等
し
い
条
件
で
あ
る
。
何
故
友

b
、
同
開
か

b
、

司

一|男
氏E
......，! C:D 

b吋宅

情
弓

宅

-

S可
M
o
s
-
-
)
l
m
w
h司
~
芦
田
旬
。
U
G

J
H
i
l
再
ぺ
|
凶
叶
割
引
f

..... ~I Q) 

青戸T

F|男
+ 
河

端
同

?i男
o 

と
な
り

ωに
一
致
す
る

明司
HNGnf
司

N
~
D
場
合
に
は
積
介
可
能
lr
一
は
た
ら
な
い
。

己
白
場
合
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
す
る
と
し
て
、

明司ド
M

。H
司

NH
の
場
合
に
関
し
て
、
そ
れ
の
持
ヲ
烹
味
を
更
に
検
討
し
よ
う
。

同
~(HMJUFO-30〕

(
N
H
Y
N〉

の
逆
函
数
士
考
え
る

と
、
そ
れ
は
普
通
の
形
の
需
要
函
数
て
あ
り
、

F
H
b仇

(
M
Y
~
p
-
P
¥
L
r
H
¥町
ω
)

・(
N
H
Y
N
・U
)

但
し
I
は
所
得
。

同

¥
P
U
F
O
(
N
H
0
・5
5
w
Z
S
O
F
A
-
h
f

月
お
引
H
P
-
L
W
U
H
F
と
す
る
と
、
次
に
手
関
係
が
存
在
す
る

選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

革
八
十
巻

。

第
三
号

五
七



選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

第
八
十
巻

。
四

第
三
号

Z
八

こ
と
は
容
易
に
知
ら
れ
る
c

「
H
C
C
J
「
同
戸
。
1
同
ド
ロ
同
Z
0
・
均
九
1
同
N
O
同
2
0
・
同
ロ
ゴ
「
H
C
-
J

C
H
C
一
一
ー
同
M
~
同
~
同
お
J
勾
M
M
o
同
"
。
同
M
ω
J
同
N
旬
。
二
号
]
[
号
↑

「

U

3

3

H

」

「

E

C

H

」

「

員

。

句

、

H

L

リ
ヘ
何
回
戸
。
同
E
。
同
z
o
J
H
H
「
b
z
b
H
N
b
z
J
1
l】

一
均
凶
~
同
九
回
丸
一
一
U
M
M
b
z
b
N
N
一

「
同
N
H
o
p
e
p
こ
「
P
H
P
N
P
N
」

11 -" 0 ト4
H 

N 
W 

，... 0 

c
J
「
b
H
H
+
b
h
y
u

q

二
b
M
H
1
T
b
H
U
-
-

H
」
「
b
m
H
+
b
H
b
z

b
E
+
U
M
b
M
U
 

b
M
N
十
匂
N
bいと

b
ω
N
十
U
N
b
m
N
W

b bb  
N 阿川-

H 

~ 

い
ま
、
君
、
g
H
-
F
ぺ
て
あ
る
か
b
、
均
三
l
h
~
同
ド
"
。
リ
同
九
同
~
~
刊
に
。
こ
の
対
称
関
係
が
成
立
つ
と
い
う
こ
と
は
、
右
白
制
式
か
ら

匂
ビ
十
b
N
b
Z
H
b
N
H
+
b
H
b
M
N
と
い
う
対
称
関
係
が
成
主
つ
こ
と
に
等
し
い
υ

と
こ
ろ
で
、

巴
ド
悶
十
b
M
b
z
u
b
悶
同
十
b
H
b
z
を
脅
さ

か
え
る
と

計
十

階

ね
十

出F

こ
れ
は
ス
ル
ッ
キ

I
方
程
式
の
代
替
項
の
対
称
性
士
示
す
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

即
ち
、
ヨ
J
B
H
君
、
加
工
か
積
凡
打
可
能
の
条
件
て
あ
る
と

は
、
ス
ル
ツ
キ
l
方
程
式
の
代
替
項
の
針
稿
牲
が
積
分
可
能
の
僚
件
て
あ
る
と
い
う
こ
と
に
等
し
い
。

主党
J亡

明
司
=
。
十
君
、
U
4
0

の
場
合
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。
こ
の
場
合
に
は
第
一
図
b
に
示
し
た
よ
う
に
淵
巻
型
の
曲
線
に
な
る
。
第



図
b
の
場
合
に
は
、
二
財

(
も
と
も
と
三
財
の
場
合
を
考
察
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

一
つ
の
平
田
へ
の
射
影
に
よ
っ
て
二
財
の
場
合

に
夜
換
し
た
)
の
う
ち
一
財
V
4
2主
を
竹
内
に
同
定
し
て
仙
の
一
一
M
V引
を
増
加
さ
せ
れ
ば
、
中
心
点
に
到
達
す
る
ま
で
に
周
一
の
曲
線
に

交
わ
る
白
は
一
度
に
と
ど
ま
b
な
い
。

モ
れ
ぞ
れ
心
曲
線
は
選
択
順
序
を
示
す
指
様
で
あ
る
か

b
、

一
財
の
量
を
固
定
し
て
他
の
一
財

の
取
得
支
を
増
加
し
て
ゆ
く
時
、
選
択
指
標
が
よ
昇
し
た
り
下
落
し
た
り
し
て
循
環
的
変
動
を
繰
返
す
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
如
何

友
る
財
の
取
得
量
も
減
少
し
て
い
な
い
の
に
選
択
指
標
が
下
落
す
る
白
は
明
b
か
に
不
合
理
で
あ
る
。
第
一
図

a
の
場
合
に
同
様
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
中
心
点
に
近
づ
く
に
づ
れ
て
選
択
指
標
は
決
し

τ下
講
ず
る
こ
と
た
く
単
調
に
上
昇
し
て
ゆ
き
、
己
の
場
合
に
は
選
択

に
関
し
て
矛
盾
は
存
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
積
分
可
能
条
件
と
選
択
に
関
す
る
無
矛
盾
性
と
白
問
に
は
深
い
関
連
が
見
ら
れ
唱
。
こ
の

点
か
ら

2
4
8目。島町円。『
2
2
2
の
理
論
に
お
け
る
積
分
可
能
条
件
の
問
題
を
と
り
あ
げ
た
の
が
ハ
ウ
グ
y

カ
l
て
あ
る
。

ω
以
下
、
本
節
に
お
け
る
議
論
は
、
呂
田
宮
晶

2
8
向
。
品
目

u
E弘
正

ヴ

HU・
P
・
印
日
ロ
ロ
巴
盟
国
日

Z
斗
『

O
H
V
E
U
H
O
E
え

E
古
田
自
民
ロ
ミ
目

問仲間
r
q
↓rooH司
~
島
町
内
皇
室
R
P
H
申日
0

・
吉
国
四
日
lω

自
に
よ
る
。

例
目
印
問
。
己
目
白
昨
日
自
己
変
ト
]
者

H
E山
之
υ

次
節
に
お
い
て
、
こ
の
論
文
で
風
聞
さ
れ
た
理
論
を
と
り
あ
げ
る
。

ペ
H

F

F

も
N

-

242-o晶
司
正
司
自
の
O

D
理
論
に
b
h
v
て
は
、
経
験
的
に
観
測
古
れ
得
る
関
係
り
み
を
出
発
点
に
と
る
。
〔
P
0
・bN9.

る
価
格
と
F
な
る
所
得
白
下
て
は

(
F
J
N
M
J
'
h
s
J
D
財
の
組
合
せ
が
還
は
れ
、

(
P
J
ゆ
〉

J
b
s
J
と
F
の
下
て
は

(
F
J

J
U
R
~
)

が
選
ば
れ
た
と
し
よ
う
υ

そ
れ

b
の
組
合
せ
を
ベ
ク
ト
ル
と
考
え
る
と
、

F
、
F
、

T
、

rの
各
ペ
ク
ト
ル
の
内
債
は
、

(
し
門

J
』

U
J
U
M
P
。予。
H
』「

J
(
H
0
.
N
U
J
M
M
U
F
O
b
~

-
M
V
8
9
)

な

選
択
理
論
に
お
吋
る
一
つ
の
問
題
点

第
八
十
巻

。
五

第

呂

五
九



選
択
哩
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

車
λ
十
巻

。
/、

第
三
日

。

(
H
J
N
U
o
)
H
M
U
C
H
P
0
・(し門
J
N
J
U
凶
ミ
予
【
目
、

ぞ
、
こ
れ

b
は
、
そ
れ
ぞ
れ
白
価
格
体
系
の
下
に
わ
け
る
、
異
っ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
財
の
組
合
せ
へ
白
支
出
総
額
を
示
す
。
い
士
、
次
の

ょ
う
た
仮
設
を
お
く
o
(
H
J
旬
。
)
机
(
U
円
。
・
旬
。
)
た
る
時
に
は
、
消
費
者
は

rを
買
う
こ
と
が
で
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
A

を
買
う
こ

と
を
選
ん
だ
の
で
あ
る
か
ら
、

P
はれ
A

よ
り
も
高
い
選
択
順
序
に
あ
り
、
こ
れ
は
し
門
戸
〈
M
円
。
と
記
さ
れ
る
。
同
様
に
、

(
H
o
』
日
)
仏

(
H
J
N
U
H
)
な
b
ば
出
円
。
八
し
同
戸
て
あ
る
。
ま
た
、

H
H
八
H
0
.
H
H
H
N
f
H
H
V
H
o
D
う
ち
、
ど
り
一
一
つ
も
同
時
に
は
成
立
た
た
い
と

仮
定
す
る
。
こ
れ
だ
け
D
仮
設
か
ら
出
発
し
て
、
効
用
函
数
と
か
限
界
代
替
率
の
如
き
経
験
的
に
は
明
確
で
は
な
い
概
念
を
用
い
る
こ

と
な
し
に
、
消
費
者
行
動
の
均
衡
条
件
平
安
定
条
件
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

と
の

2
4
B
-
E
買の同

R
g
n
o
に
よ
る
接
近
法
の
一
つ
の
特
徴
は
常
に
有
限
な
変
位
の
み
を
考
え
、

変
位
が
連
続
的
に
生
じ
得
る

と
は
考
え
た
い
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
「
微
分
」
と
い
う
よ
う
在
方
法
を
取
る
こ
と
を
遊
け
る
。
こ
の
こ
と
は
現
実
の
消
費
者
行
動
に

ゐ
げ
る
需
要
量
や
価
格
の
変
化
は
非
連
続
的
で
あ
っ
て
連
続
的
変
化
を
観
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
経
験
的
事
実
に
も
と

づ
く
も
の
で
あ
り
、
経
験
的
な
験
証
に
耐
え
得
る
事
実
の
み
か

b
理
論
を
構
成
し
よ
う
と
す
る
試
み
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
ハ
ウ
グ
ッ
カ
ー
も
こ
れ
ら
の
仮
設
か
ら
出
発
す
る
。
い
士
、

P
の
価
格
の
下
て
選
ば
れ
る
財
の
組
合
せ
を

P
と
し
、
ま
た

唱
し
内
Z
U
』
日
し
円
。
の
所
得
て
mr
の
何
格
(
但
し
、
日
A

は
炉
と
は
異
在
る
と
す
る
)
の
下
て
選
ぼ
れ
る
財
の
組
合
せ
を

F
と
す
れ
ば
、
前

H

H

 

述
白
よ
う
に
、
U

門戸
W
H
c
o
次
に

P

1
叫
(
唱
。
。
+
』
ロ
~
)
(
N
H
Y
F
F
-
ろ
な
る
よ
う
に
I

れ

る
財
の
価
格
に
つ
い
て

F
と
F
の
間
に
あ
る
。
乙
の
1
r
h

の
価
格
と
』
ふ
i
H
M
M
U
可…し判。

合
せ
を
mA
と
し
よ
う
。
こ
の
時
同
Z
W
M円
。
。
そ
こ
で
H
M
M門巳
H
M
H
H
M
M

を
選
ぶ
。
こ
れ
は
明
b
か
に
あ
ら
ゆ

ロコ
所
f尋
て
P' 
Q) 

佃
格の
D 丹7
寸:: l'阜
での
選下
ばに
れ:l>
る し今

財て
の選
組ば
合れ
せる
を財
Xfla Q) 

と 車征



す
る
と

HMMWHHNO
克
に
mA
と
mA
と
の
関
係
を
み
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
ヲ
huo
い
ま
可
叫

iHHNH均
十
同
。
、
ま
た
明
ら
か
に
唱
し
円

J

M
U
ロH
a
で
あ
り
、

1
r
れ
は
P
と
F
の
聞
に
あ
る
か
ら
同
H
M
M
八
同
記
同
ロ
、
故
に
同
E
H
N
N
八
唱
し
刊
号
従
っ
て
、

mA
、
F

は
共
は
F
の
価

格
の
下
て
選
ば
れ
る
財
白
組
合
せ
や
て
あ
る
か
ら
、

H
S
八
し
門
戸
。
次
に

hy山

H
H
山
い

(
p
o
+
P
Y
Q
H
Y
P

〕
を
と
れ
ば
、

1
n
u

目

白
佃
格
て

h
r
H
H
-
U』

uhH10
の
所
得
に
沿
い
て
選
ば
れ
る
財
の
組
合
吐

P
は

P

よ
り
も
選
択
順
序
に
沿
い
て
低
く
在
い
。
即
ち

し円
Z
W
H
d
前
と
同
様
に
し
て
、
ー
し
門
医

H
H
u
h
Hば
な
る

mA
を
選
ぴ
、
更
に
3
1
れ
を
と
っ
て
mA
を
導
い
て
ゆ
く
と
、
結
局
、

N
Z
W

H
J
同
区
U
W
H
H
J
H
E
W
N
M
J
H
S
W
Hな
が
得
ら
れ
る
。
同
様
に
し
て
、

1
A
、
zれ
に
つ
h

て
凶
じ
と
と
を
繰
返
し
て
ゆ
ど
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
結
束
、
知
り
得
る
こ
と
は
T
D
点
か
ら
出
発
す
る
い
く
つ
か
の
点
列
企
構
成
す
る
乙
と
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
白
点

列
は
最
初
に
お
い
て
取
る
価
格
に
よ
っ
て
、

P
;町
・
に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
し
て
い
る
。
従
っ
て
1

布

の

n
を
震
に
大
さ
く

し
て
ゆ
け
ば
無
限
筒
の
点
列
を
構
成
す
る
己
と
が
て
き
る
わ
け
で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
点
列
D
各
々
に
お
い
て
は
、
点

列
中
の
雪
月
山
の
点
在
、
そ
の
直
前
の
点

h

よ
り
も
高
い
選
択
順
序
に
あ
る
こ
と
て
あ
る
。
即
ち

p
w
f
Q
H
Y
F
-
-
U。

己
れ
は
一
つ
の
点
列
中
に
お
け
る
一
点
と
他
心
一
点
と
の
問
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
次
に
、
と
む
よ
う
に
し
て
構
成
さ
れ
た
一

つ
の
点
列
と
他
の
一
つ
の
点
列
と
の
聞
に
は
、
先
に
U

門
MN
八し何回

M
を
導
い
た
よ
う
に
他
の
点
列
聞
に
関
し
て
も
同
様
の
結
論
を
導
〈
こ

と
が
で
き
、
最
初
に
取
る
価
格
が

F
て
あ
る
点
列
は
、
他
の
如
何
な
る
価
格
を
最
初
に
取
る
点
列
よ
り
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
点
列
中
の
同
一

白
価
格
体
系
民
対
応
す
る
点
を
比
較
す
れ
ば
常
に
高
い
選
択
順
序
に
あ
る
。
一
般
に
、
最
初
に
取
る
価
格
が
1

町
て
あ
る
か
ら
、
こ
白

n
が
小
さ
い
点
列
ほ
ど
同
一
価
格
に
対
応
す
る
伯
点
列
中
の
点
と
比
較
す
れ
ば
常
に
高
い
選
択
順
序
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
第
二
図
に

示
さ
れ
て
い
る
。

選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

第
八
十
巻

。
七

第
三
号



選
挫
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

P' 

第 2図 (a)

第 2図 (b)

P' 

の
点
ム
叫
が
、

モ
の
直
前
の
点
ん
工
り
も
低
い
選
択
順
序
に
あ

主
た
逆
に
点
列
中
心
任
意

点
列
族
を
構
成
す
る
こ
と
も
で
き
る
(
捧
二
関
b
参
加
)

O

モ
の
れ
ん
め
に
は
F
の
価
格
一

ω
下
て

第
八
十
器

第
三
号

。
ノ1

ノ、

ミミ
4コ、

即
ち

F
Mい
F
H
(柏
川

Y
N
.

)
な
る

句
P
U
門
。
日
旬
。
同
M
M

の
所
得
て
撰
ば
れ
る



財
心
組
合
せ
ド
セ
と
れ
ば
し
門
o
w
N
Z
o
以
下
、
前
と
同
様
白
こ
と
を
繰
返
止
ぽ
よ
い
。
こ
D
場
合
に
は
各
点
列
の
問
の
関
係
は
片

て
あ
ら
わ
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
最
初
に
と
る
価
格
に
つ
い
て
、

n
が
大
き
い
点
列
ほ
ど
同
一
価
格
に
対
応
す
る
他
点
列
中
の
点
と
比
較

す
れ
ば
常
に
高
い
選
択
順
序
に
あ
る
。
こ
れ
を
グ
ラ
ア
に
つ
い
て
み
れ
ば
第
二
図
b
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
点
列
を
下
降
点
列

(
(
F
M
ほ
:
の
も
の
〕
と
呼
び
、
前
に
構
成
し
た
点
列

(
F
W
F
I
H
B
も
由
)
を
土
昇
点
列
と
呼
ぼ
う
。
上
昇
点
列
の
中
心
一
一
点
、

F
、
P
を
と
る
と
H
U
O
M
Z
H
ち
し
同
+
よ

b
し
め
る
よ
う
に
適
当
子
宮
町
「
還
さ
と
が
で
き
由
。
い
ま
H
U
4
+

旬、
a
H
+
a
u
員
十

と
す
る
。
ま
た
』
p
o
!
?
a
H
h
p
と
す
る
。

h -戸、+ 
11 
'-0 

H 

T 
H 
+ 

1.1 

'-0 

H 
+ 

、， 
H 
+ 

T凶 3

F 

h 
も

も
し

P
が
P
に
限
り
な
く
近
づ
く
な
ら
ば
、

民同

f
h
u
M
u
p
a弘』
y

同
様
に
下
降
点
列
に
づ
い
て
も
、

民
富
山

M
3
a
・なが

こ
白
こ
と
か

b
わ
か
る
こ
と
は
上
昇
点
列
も
下
降
点
列
も
共
に
同
一
の
微
分
方
程
式
を
満
足
す
る
こ
と
ぜ
あ
る
。
価
格
は
一
定
の
原
則

い

同

l
「

に
よ
フ
て
変
化
さ
せ

b
れ
る
か

b
(即
ち
予
コ
H
4
Q
品
。
十
予
三
』
)
)
、

t
在
る
パ
一
フ
メ

I
グ
ー
を
用
い
て
、

E
 

ミ
川
日
中
止
HL

選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

開
八
十
巻

。
九

部
一
一
一
号

ノ、



選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
O
問
題
点

車
八
J
l
巻

。
多得

骨

ノ、
四

M
白
任
意
。
二
点
、
日
川
、
山
川
を
と
る
時
、
こ
の
徴
介
方
程
式
の
解
が
存
在
す
る
た
め
の
条
件
は
一
川
U
F
(
F
R
H
)
|
川U
F
Q
-
宅
)
一

〈
同
云
阜
で
民
三
唱
(
同
日

2
5と
で
あ
る
が
、
前
節
に
お
い
て
証
明
し
た
工
う
に
需
要
函
数
が
所
得
と
価
格
に
関
し
て
連
続
左
偏

導
函
数
を
持
っ
た
ら
ば
こ
の
条
件
は
満
足
さ
れ
る
。
従
っ
て
上
昇
点
列
も
下
降
点
列
も
極
限
r
b
h
て
は
一
致
す
る
。

と
こ
の
〈
ウ
グ
y

カ
l
の
分
析
は
、
前
節

k
b
い
て
述
べ
た
限
界
代
替
率
の
関
係
を
一
万
ナ
微
分
形
式
か
ら
出
発
し
た
理
論
と
類
似
白

推
論
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
己
と
に
注
意
し
よ
う
。
前
節
に
ゐ
い
て
は
三
財
の
場
合
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
を
一
つ
白
平
面
に
射
影

す
る
こ
と
に
工
っ
て
こ
財
白
場
合
に
変
換
し
、
連
続
た
偏
導
函
数
の
存
在
を
仮
定
し
て
積
分
曲
線
を
函
吉
、
そ
の
曲
線
が
選
択
に
関
す

る
矛
盾
を
含
ん
で
い
な
い
か
ど
う
か
を
、
雪
口
い
か
え
れ
ば
、
無
差
別
曲
線
白
性
質
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
士
吟
味
し
、
そ
れ
に

Z
ヲ

て
積
分
可
誌
で
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
ゼ
さ
る
こ
と
を
示
し
た
。
己
の
ハ
ウ
グ
ッ
カ
の
場
合
に
沿
い
て
も
、
一
つ
の
仮
定
を
お
く
こ

と
に
よ
っ
て
多
変
数
白
場
合
主
二
変
数
白
場
合
に
変
換
す
る
。
即
ち
n
D
価
格
は
決
し
て
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
変
動
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、

与

心

さ

時

?

の

よ

う

な

関

係

式

て

し

ば

ら

れ

て

い

て

、

ー

の

う

ち

の

一

つ

品

習

を

状

態

が

与

え

b
れ
る
と
、

ー

他
の
一
ケ
白
価
格
白
各
初
期
値
か
ら
の
変
化
過
程
白
状
態
も
直
ち
に
定
ま
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
が
前

m
 

-

式
に
治
け
る
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
t
て
あ
一
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
本
来
な
ら
ば

n
ケ
白
あ
と
一
つ
の

M
と
の
叶
グ
の
変
数
が
存
在
す
る
の
で

あ
る
が
、

n
ケ
の
あ
の
独
立
性
を
棄
て
去
る
こ
と
に
工
り
M
と
t
白
二
つ
の
変
数
の
み
が
存
在
す
る
場
合
に
変
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る
。
従
っ
て
連
続
な
偏
導
函
数
が
存
在
す
る
限
り
積
分
曲
線
を
画
く
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
に
た
る
。

〈
ウ
グ
ッ
カ

l
D
己
の
部
分
白
分
析
に
つ
い
て
は
も
う
一
つ
白
問
題
点
が
あ
る
。
先
に
も
述
へ
た
よ
う
に

2
2巳
包
日
国
民
日

3
2

の
理
論
の
特
徴
の
一
つ
は
、
現
実
の
消
費
者
行
動
が
非
連
続
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
、
無
限
小
白
変
化
と
い
う
よ
う
た
も

の
を
考
え
ず
、
「
微
分
」
と
い
う
方
法
を
避
け
る
己
と
に
あ
る
。

ハ
ウ
グ
ッ
カ
は
、

最
初
に
は
こ
D
原
則
を
守
っ
て
出
発
し
な
が



b
、
こ
り
点
に
至
っ
て
価
格
体
系
白
変
動
を
無
限
に
細
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
微
分
」
の
方
法
に
訴
え
て
議
論
を
進
め
て
W
る
。
こ

れ
に
よ
り

τ、吋
2
2
-
Z
市
白
出

2
3
2
の
理
論
心
持
つ
大
き
た
長
一
耐
の
一
つ
を
失
ワ
た
わ
け
で
あ
り
、
こ
れ
は
ハ
ウ
グ
ッ
カ
白
理

論
白
持
つ
難
点
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
よ
う
が
、
積
分
曲
線
の
存
在
と
い
包
ょ
う
た
古
学
柄
を
扱
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
問
題
の
性
質
上
や
む
を

得
な
hv
こ
と
て
も
あ
ろ
う
。
・

と
に
か
く
、
前
節
に
お
け
る
分
析
と
同
様
に
、
多
変
数
の
場
合
を
二
変
数
の
場
合
に
変
換
し
、
モ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
符
b
れ

た
積
分
曲
線
が
果
し
て
無
差
別
曲
線
の
性
質
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
ハ
ウ
グ
ッ
カ
は
次
陀
問
題
に
す
る
。
一
吉
h
か
え
れ
ば
選

択
に
お
い
て
矛
盾
が
存
し
な
い
か
ど
う
か
問
題
に
す
る
。
も
し
矛
盾
が
存
在
し
友
け
れ
ば
積
分
可
能
条
件
は
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
点
に
ロ
い
て
は
既
に
前
節
の
最
後
に
お
い
て
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。
選
択
に
あ
い
て
矛
盾
が
存
し
な
い
た
め
に
は
、
そ
の

積
分
曲
糠
ょ
の
す
べ
て
の
点
が
相
等
関
係
に
左
け
れ
ば
な
b
左
い
。
即
ち
、
反
射
律
、
対
称
律
、
推
移
律
の
=
一
つ
一
の
性
貨
を
満
た
吉
な

け
れ
ば
な
b
な
い
。
反
射
律
と
対
称
律
が
満
た
さ
れ
る
こ
と
は
直
ち
に
証
明
し
得
る
か

b
、
た
だ
推
移
律
を
と
こ
ゼ
新
た
な
仮
設
と
し

て
置
か
な
け
れ
ば
左

b
な
い
。

い
士
、
相
等
関
係
を

R
て
表
わ
そ
う
。
も
L
推
移
律
が
満
た
さ
れ
て
い
れ
ば
、
例
え
ば

H
M均
H
J
H
H句
H
J
U門

G

同
同
誌
で
あ
れ

ば

H
N』
NHNN
て
あ
り
、
且
つ
任
意
の
一
つ
の
価
格
体
系
の
下
に
》
け
る
均
衡
値
の
一
意
性
の
仮
定
か
に
町
、
円

A

と叩
A

は
同
一
の
も
り
で

あ
る
。
即
ち

H
M川
川

U門
E

。
も
し
推
移
律
を
仮
定
し
な
け
れ
ば
、
必
ず
し
も

H
N川
川

HNM
て
は
な
く
、
同
じ
積
分
尚
線
上
に
あ
り
、
同

じ
価
格
体
系
の
一
下
て
選
ば
れ
る
財
の
組
合
せ
て
あ
り
な
が
ら
、

一
方
は
他
方
工
り
も
高
い
選
択
順
序
に
あ
る
こ
と
に
な
り
矛
盾
が
生
じ

る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
の
積
分
曲
線
は
無
差
別
曲
線
白
性
質
を
満
十
一
す
も
の
ぞ
は
な
く
、
乙
の
時
に
は
積
分
可
能
の
条
件
は
満
さ
れ
な

い
乙
と
に
な
る
。

選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

事
八
十
巻

第
三
口
骨

京
五



選
択
理
論
に
お
け
る
一
つ
の
問
題
点

第
八
十
悲

持

号

六
六

川
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
司
・
〉
伊
呂
詰

E
p
z
p
z
o百
O
B
叶

E
P
R
0
4
5
0
H可
。
同
口
自
世
田
胃
ぱ

P
E
A江
oロ
ペ
同

EEEna--曲目
F

唱
-

出ーロ・
ω
a
l白
人
日
を
参
取
の
乙
と
、

似

こ
F

」
で
年
号
令
許
し
た
の
は
、

P
ξ
P
と
が
全
く
開
一
の
も
の
で
あ
る
場
合
を
も
合
め
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
以
下
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
部

二
悶
を
車
ヂ
照
の
こ
と
。

ω
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
は
、
ま
だ
、
こ
の
段
階
で
は
、
推
移
律
は
仮
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
従
つ
亡

3
w
p

ド

Q
I
Y
N、

か
ら
直
ち
に
〉

3
w
p
l
H
W
S
i
N
W
'
を
導
く
こ
と
は
で
さ
な
い
。

仙
こ
乙
で
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
変
換
さ
れ
ゐ
変
数
は
柄
絡
で
あ
っ
て
財
の
茸
で
は
な
い
。
し
か
し
、
価
格
ヘ
ク
ル
乙
尉
畳
ベ
ク
ト
ル
と
の
問

に
は
一
対
の
対
応
が
存
在
す
る
主
仮
定
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
、
価
格
を
問
題
に
す
る
か
、
財
の
是
を
問
題
に
す
る
か
に
よ
っ
て
理
論
に
本

質
的
な
差
拡
を
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。

∞
苦
い
か
え
品
ば
、
価
格
ベ
ク
ト
ル
と
財
量
ベ
ク
ト
ル
と
の
一
一
対
一
の
対
応
の
仮
定
に
よ
っ
て
。

最
後
に
、

240回目。
ι
有
色
白

2
2
の
理
論
の
仮
定
に
立
ち
な
が
ら
、
二
つ
の
積
分
可
能
条
件
、
見
ル
ツ
キ

l
方
程
式
の
代
替
項
の

対
称
怯
と
選
択
順
序
白
推
移
律
と
い
う
二
づ
の
条
件
白
聞
の
関
係
に
つ
い
て
更
に
考
察
し
て
み
よ
う
。

い
ま
、
所
得
は
一
定
と
し
て
価
格
体
系
P
が
か
ら

F
へ
変
化
し
た
場
合
、
消
費
者
が
た
沿
も
依
然
と
し
て
価
格
休
系
が

P
に
あ
っ
た

時
と
同
じ
満
足
の
程
度
を
得

τ
い
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
即
ち
無
差
別
な
状
態
に
あ
る
上
う
に
す
る
た
め
に
は
所
得
に
お
い
ず
ど

れ
だ
け
の
梢
盤
的
変
佑
が
必
要
で
あ
る
か
を
考
え
工
っ
。
乙
の
補
盤
的
変
化
の
大
き
さ
は

P
か
ら
-F
へ
の
「
佃
栴
変
化
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
消
費
者
を
し
て
欲
す
る
た

b
ば
、
ナ
べ
て
の
財
に
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